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S-1 軸索修復の血漿バイオマーカーの研究

　Neurofilament light (NF-L)はアルツハイマー病におい
て脳内の軸索が破綻すると血中に排出され、発症に先
駆けて血中に増加することがメタアナリシス等で明らかに
され、神経変性のバイオマーカーとして非常に着目され
ている。しかしアルツハイマー病発症後に薬物処置で記
憶障害が改善した場合、それに伴って血中NF-Lが減少
するかどうかは知見がない。
　そこで本研究では、アルツハイマー病モデルマウスの
血漿中および脳内のNF-Lの変化を、軸索変性が修復さ
れ記憶障害が改善されるdiosgenin投与の有無で検討
し、NF-Lが脳内の軸索修復を間接的に評価しうるバイオ
マーカーであることを明らかにする。

東田　千尋
（神経機能学
領域）

S-2 神経変性疾患の認知機能を評価する認
知機能試験の研究

　アルツハイマー病患者にdiosgenin高濃度山薬エキスを
投与して認知機能障害の変化を評価する臨床研究にお
いて、認知機能の推移を評価する高精度の認知機能試
験の開発と認知機能に影響を与えうる認知予備力の関
連について検討する。

東田　千尋
（神経機能学
領域）

S-3 和漢薬による生体防御機構をターゲットと
した疾患予防医学研究

　生体において免疫・代謝システムは様々な疾患の防御
システムとして働くことが知られており、またその破綻が
疾患発症に結びつくことも知られている。
　本研究課題ではこのような生体防御システムをター
ゲットとして、和漢薬を用いた疾患予防医学研究につい
て取り組む。

早川　芳弘
（生体防御学
領域）

S-4 未病バイオロジーの深化と未病創薬

　健康状態から疾病状態への遷移を、連動する遺伝子
群の発現変動や蛋白質間相互作用の複雑系の状態遷
移として記述し、「揺らぎ」と「時間軸」の視点から理解す
ることにより、未病状態を予測する可能性を明らかにして
きたが、それで全てを説明する事は出来ない。
　本研究課題では、未病バイオロジーを学術的に深化さ
せて、未病段階での創薬標的の数理科学的予測の精度
を高めると共に、機械学習と医薬ビッグデータ解析によ
り、未病に対するAI創薬の方法論の確立を目指す。とく
にヒト臨床検体を用いて未病の検出方法を確立すること
を目的にする。

～2020.3
門脇　真
（消化管生理
学分野）

2020.4～
小泉 桂一
（生体防御学
領域）

S-5 和漢薬等の有効成分の生合成に関わる
酵素の機能解析

　生薬資源の確保が厳しくなる今日にあって、和漢薬等
の有用成分の効率的生産方法や稀少有用成分高含量
植物の生産法の開発は今後ますます重要な課題になっ
てくる。これらの方法論を用いるためには、それらの有用
化合物の生産に関わる生合成酵素が同定されているこ
とが必要である。
　そこで本研究課題では、和漢薬等の有効成分の生合
成に関わる酵素遺伝子を同定することを目的とする。

森田　洋行
（天然物創薬
学領域）

S-6 高齢者疾患または予防先制医療に有効
な和漢薬の網羅的精密分析

　和漢薬には多様な薬理作用をもつ成分が含まれ、それ
らが複合的に作用し治療効果を現す。近年和漢薬の複
合成分を包括的に理解し、品質評価することを目的に、
成分の機器分析データを網羅的に取得するケモメトリッ
クプロファイル技術が普及している。
　本研究課題では、HPLC法またはNMR法を用いた精度
の高い和漢薬複合成分のプロファイリングを実現し、多
変量解析を応用した品質評価法の確立、定量NMR法に
よる精密定量法の確立、さらには微量成分のＸ線結晶ス
ポンジ法による同定を行い、和漢薬を包括的に理解する
ことを目指す。

小松　かつ子
（資源科学領
域）
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